
○新庄市の木材・木製品製造業従業員数は県内第１位であり、木材・木製品製造品出荷額は１０年間で約３.６倍に増加。

○木材･木製品製造企業では、原木を最上地域･秋田県･岩手県から約５割入荷、チップは製紙用として秋田市へ出荷して

おり、国道１３号の通行止めが発生した場合は広域迂回をせざるを得ない状況。

○東北中央自動車道の延伸整備により、輸送効率化によるドライバーの負担軽減、国道13号の通行止め発生時における
広域迂回の解消も図られ、地域産業の活性化を支援。

■木材・木製品製造企業の声

資料：企業ヒアリング結果(R4.7)
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▼新庄市の木材・木製品製造業（家具を除く）
製造品出荷額の推移

出典：工業統計調査（過去10年）

約3.6倍

今回開通区間の整備により、原木入荷時の輸送
効率化によるドライバーの負担軽減に期待。

原木を製材して出てきたチップは、秋田市の製紙
工場に輸送。国道13号が通行止めの場合、東北
道等を迂回路としており、東北中央自動車道の
全線整備により、将来的な輸送の効率化（広域
迂回解消）が期待される。
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▼山形県の木材・木製品製造業従業員数（市別）

出典：工業統計調査（R1）

新庄市
第1位
県平均 66人

▼将来的な広域迂回解消イメージ（新庄市～横手JCT）

出典：H27道路交通センサス昼間12時間平均旅行速度上下計より算出
H28年度以降開通区間は規制速度より算出

原因 通行止め回数 うち泉田道路並行区間
災害 6 ０
事故 10 ４
計 16 ４

▼国道13号の通行止め状況
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全線整備後
距離：約70km
時間：約62分

現況
距離：約72km
時間：約76分

【通行止め時】広域迂回
距離：約216km
時間：約196分

出典：山形河川国道事務所（過去10年（H24～R3））
※国道13号：泉田道路、新庄金山道路、金山道路、真室川雄勝道路の並行区間

通行止め時
距離は約3.0倍
時間は約2.6倍

▼東北中央自動車道を利用した原木入荷・チップ出荷例

新庄IC

新庄鮭川IC

新庄真室川IC

(仮)金山南IC

(仮)金山IC

最上地域
から約２割

宮城県
から約１割

庄内地方
から約１割

村山地域・
置賜地域・その他

から約３割

新庄中核
工業団地

E13

47

13

458

458

344

新庄市

鮭川村

真室川町

戸沢村

大蔵村

金山町

新庄北道路
延長4.7㎞

泉田道路
今回開通区間
延長8.2km

木材加工会社
（H28.11試験操業開始）

原木消費量:約24万m3／年(R3)
製材(集成材)出荷量:

約6万m3／年(R3)
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【地域産業の活性化を支援】


